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（２）日常的に手助けが必要な高齢者等の有無と、その世話をする人 

 

【分析のまとめ】 

 

県調査では身近な身内に、日常的に手助けが必要な高齢者等がいる人が増加傾向に
あります。将来、誰に介護してほしいかについては、老人ホームという希望が増加し
ていますが、現実にはその割合は低く、現実と希望で差がみられます。 
 

身近な身内に日常的に手助けが必要な高齢者等がいるかについて県調査の時系列変化をみると、

「いる」と答えた人の割合は平成 12 年から平成 18年にかけて増加し、３割近くに達しています。 

高齢者等の世話を主に誰がしているかについて時系列変化をみると、「妻」と答えた人の割合は

年々減少し、平成 21 年には 19.8％となっていますが、「息子」、「娘」と答えた人の割合が年々増

加傾向にあり、平成 21 年にはそれぞれ 7.7％、14.6％となっています。また、「息子の妻」と答

えた人の割合は、平成 12 年調査では 19.1％となっていましたが、平成 12 年から平成 21 年にか

けて増減を繰り返し、平成 21年には 15.8％と減少しています。 

将来、誰に介護をしてほしいかについては、「配偶者」と答えた人の割合が年々大きく減少し、

平成 21 年には 29.9％と３割を切っている一方で、「老人ホームなどの施設」と答えた人の割合は

年々増加し、平成 21年には 27.3％と約３割に近づいています。 

「息子」に将来介護してほしいと答えた人の割合は、各年ともに２％前後とほぼ横ばいなのに

対して、現実に「息子」が高齢者の世話をしている割合は平成 12 年から平成 21 年にかけて４～

８％と増加傾向にあります。また、「老人ホームなどの施設」に介護してほしいと答えた人の割合

が年々増加しているのに対して、現実に「老人ホームなどの施設」が世話をしている割合は各年

ともに 14～15％前後とほぼ横ばいとなっており、現実と希望では差がみられます。 
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（３）老後の生活の不安について 

 

【分析のまとめ】 

 

県調査では老後の生活の不安について、最も高いのは「健康のこと」ですが、男性
では「配偶者に先立たれること」、女性では「生活費のこと」についても高くなって
います。 
 

 県調査では老後の生活の不安については、「健康のこと」が各年ともに全体で５割を超えて最も

高くなっており、特に女性で高くなっています。 

また、「生活費のこと」については、平成 16 年以降、全体で４割を超えて高くなっており、特

に女性で高くなっています。 

「配偶者に先立たれること」については、平成 12年から平成 21 年にかけて減少しているもの

の、平成 21 年で 35.2％となっています。男女別にみると、特に男性で高くなっており、４割を

超えています。 
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（５）夫婦間での家事等の分担について 

 

【分析のまとめ】 

 

県調査では食事の後片付けや日常のゴミ捨てなど、多くの家事に関して、夫も関与
している割合が増加しています。 
 

県調査では多くの家事について、平成 18 年に比べ平成 21 年の方が、『夫も関与している』と答

えた人の割合が増加していますが、特に食事の後片付けや日常のゴミ捨てについて、それぞれ 4.0

ポイント、5.5 ポイントと、その割合が増加しています。 

ＰＴＡや地域の行事参加、親戚とのつきあい、近所とのつきあいにおいて、平成 18 年と比べる

と平成 21 年の方が「平等に分担している」と答えた人の割合は増加しています。 

高額な商品の購入決定、親戚とのつきあい、近所とのつきあいについては、各年ともに「平等

に分担している」と答えた人の割合が最も高くなっています。 

 

※『夫も関与している』は、本来の選択肢の「ほとんど夫がしている」、「平等に分担している」、「妻が中心だが

夫も手伝う」、「夫が中心だが妻も手伝う」の割合を合計したものです。以下のＡ～Ｈについても同様。 

※『妻が中心』は、本来の選択肢の「ほとんど妻がしている」と「妻が中心だが夫も手伝う」の割合を合計した

ものです。『夫が中心』は、「ほとんど夫がしている」と「夫が中心だが妻も手伝う」の割合を合計したもので

す。以下のＩ～Ｍについても同様。 

 

 




























